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キ
ャ
パ
シ
タ
の
活
路
は
ど
こ
へ

�

名
誉
会
長
　
岡
村
　
廸
夫

１
．
キ
ャ
パ
シ
タ
が
有
利
と
な
る
条
件

「
電
気
は
蓄
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
認
識
は
消
え
つ
つ
あ
る
。

従
来
の
鉛
電
池
や
揚
水
発
電
所
を
挙
げ
な
く
て
も
、
二
次
電

池
や
キ
ャ
パ
シ
タ
で
は
、
実
用
的
な
充
放
電
効
率
や
蓄
電
量

当
た
り
の
コ
ス
ト
も
、
改
善
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
た
。
実

用
品
に
積
ん
で
大
量
生
産
に
乗
っ
て
い
く
よ
う
な
、
さ
ら
に

優
れ
た
蓄
電
デ
バ
イ
ス
は
で
き
な
い
か
。
世
界
中
の
研
究
開

発
の
成
果
が
事
業
と
し
て
進
展
し
つ
つ
あ
る
。

２
．
蓄
電
デ
バ
イ
ス
に
対
す
る
要
求
を
ま
と
め
て
み
る

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
と
出
力
密
度

　

蓄
電
デ
バ
イ
ス
の
特
性
例
を
【
図
１
】
に
示
し
た
。
図
に

記
録
さ
れ
た
星
形
A
～
D
は
電
池
や
キ
ャ
パ
シ
タ
で
、
位
置

は
そ
の
蓄
電
デ
バ
イ
ス
の
特
性
を
表
し
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
電
気
二
重
層
キ
ャ
パ
シ
タ
“
A
”
は
縦
軸
上
の

位
置
か
ら
、
キ
ャ
パ
シ
タ
だ
け
で
出
力
密
度
が
重
量
当
り
20 

kW
╱
㎏
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度

も
横
軸
上
の
位
置
か
ら
わ
か
る
。た
だ
し
こ
れ
ら
の
値
は
キ
ャ

パ
シ
タ
そ
れ
自
体
の
特
性
で
あ
り
、
実
際
の
充
放
電
可
能
な

電
力
量
は
キ
ャ
パ
シ
タ
の
蓄
電
電
圧
を
何
V
か
ら
何
V
ま
で

使
用
す
る
か
に
よ
っ
て
大
き
く
変
る

出
力
密
度
の
扱
い
に
も
注
意
が
要
る
。
出
力
密
度
の
定
義
に

は
大
電
流
に
よ
る
発
熱
の
制
約
は
計
算
に
入
っ
て
い
な
い
か

ら
、
実
際
に
そ
の
出
力
密
度
で
運
転
で
き
る
か
は
、
キ
ャ
パ

シ
タ
や
二
次
電
池
の
内
部
抵
抗
に
よ
る
発
熱
か
ら
く
る
制
約

を
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
ラ
ゴ
ー
ン
・
プ

ロ
ッ
ト
上
に
充
放
電
効
率
を
与
え
て
お
く
。
た
と
え
ば
対
象

と
す
る
各
キ
ャ
パ
シ
タ
や
電
池
に
効
率
90
％
の
点
を
設
定
し

出
力
密
度
の
代
わ
り
に
用
い
る
と
、
算
出
し
た
電
力
が
温
度

上
昇
の
た
め
出
力
で
き
な
い
と
い
う
現
象
に
と
ら
わ
れ
な
い

で
す
む
。
電
気
二
重
層
キ
ャ
パ
シ
タ
の
場
合
、
二
次
電
池
に

比
べ
る
と
他
の
性
能
は
素
晴
ら
し
い
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度

が
小
さ
い
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
上
、
キ
ャ
パ
シ
タ
は
満
充
電

か
ら
放
電
完
了
ま
で
の
電
圧
変
化
が
大
き
い
の
で
、
た
と
え

ば
満
充
電
付
近
で
変
化
の
少
な
い
電
圧
範
囲
だ
け
使
っ
た
り

す
る
と
、
有
効
な
キ
ャ
パ
シ
タ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
は
い
っ

そ
う
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

キ
ャ
パ
シ
タ
の
有
効
容
量
は
そ
の
安
全
で
高
効
率
な
動
作

原
理
の
示
す
よ
う
に
大
変
貴
重
な
も
の
だ
か
ら
、
得
ら
れ
る

特
性
を
最
大
限
に
活
用
で
き
る
よ
う
電
子
回
路
を
用
い
て
補

うEC
aSS

の
よ
う
な
方
法
が
利
用
で
き
る
。

②
キ
ャ
パ
シ
タ
の
コ
ス
ト
は
引
き
合
う
か

　

蓄
電
デ
バ
イ
ス
の
コ
ス
ト
は
装
置
そ
の
も
の
の
値
段
で
は

な
く
、
放
電
す
る
電
気
量
当
た
り
い
く
ら
か
か
る
か
で
次
式

に
よ
り
計
算
す
る
。
こ
れ
は
放
電
電
気
量
当
た
り
の
コ
ス
ト

だ
か
ら
、
寿
命
が
長
い
ほ
ど
有
利
と
な
る
。

蓄
電
サ
イ
ク
ル
あ
た
り
の
コ
ス
ト
＝（
価
格
／
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

／
（
サ
イ
ク
ル
寿
命
＊
効
率
）
…
…
（
1.0
）

　

電
気
二
重
層
キ
ャ
パ
シ
タ
の
量
産
化
を
検
討
し
た
当
時
、

研
究
レ
ベ
ル
で
試
作
し
て
キ
ャ
パ
シ
タ
の
コ
ス
ト
を
調
べ
て

困
っ
た
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
格
別
に
変
わ
っ
た
材
料
を
使
っ

て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
材
料
の
値
段
を
積
み
上
げ
た

だ
け
で
高
価
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

後
に
な
っ
て
分
か
っ
た
が
、
大
量
生
産
が
本
格
的
に
な
る

と
購
入
す
る
材
料
は
す
べ
て
値
下
が
り
す
る
。
量
産
の
規
模

が
大
き
く
な
れ
ば
、
特
殊
な
材
料
を
使
っ
て
い
な
い
電
気
二

重
層
キ
ャ
パ
シ
タ
は
も
っ
と
安
価
に
生
産
で
き
る
。

③
寿
命
の
保
証
は
可
能
か

　

電
気
二
重
層
キ
ャ
パ
シ
タ
は
、
充
放
電
の
た
び
に
化
学
変

化
を
起
こ
す
タ
イ
プ
の
二
次
電
池
に
比
べ
、
寿
命
の
点
で
は

格
段
に
優
位
と
思
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
構
成
要
素
の
ど
こ

か
で
欠
陥
が
生
じ
た
場
合
、
本
当
の
原
因
を
突
き
止
め
て
い

く
作
業
の
繰
り
返
し
と
な
る
。
し
か
も
キ
ャ
パ
シ
タ
は
例
え

ば
10
年
間
と
い
っ
た
長
い
時
間
保
証
す
る
と
な
る
と
、
実
証

試
験
１
回
が
容
易
で
は
な
い
。
結
果
が
出
る
の
は
10
年
後
で
、

そ
の
時
ま
で
製
造
の
本
流
に
試
験
ず
み
の
モ
デ
ル
を
置
く
必

要
が
あ
る
。

　

今
日
ま
で
製
品
の
一
定
の
性
能
を
寿
命
の
終
わ
り
ま
で
保

証
す
る
、
と
い
う
契
約
を
あ
ま
り
聞
か
な
い
。
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
や
モ
デ
ル
特
性
な
ど
設
計
上
の
手
段
は
あ
る
が
、
あ

く
ま
で
も
一
般
的
な
特
性
を
示
す
だ
け
で
、
製
品
を
保
証
す

る
に
は
も
う
ひ
と
が
ん
ば
り
が
必
要
と
見
ら
れ
る
。

エネルギー密度

出
力
密
度 高出力密度へ

高エネルギー密度へ

C

D

図１蓄電デバイスの性能をシンプ

ルに表す Ragone Plot

B

A
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現
地
に
滞
在
し
て
い
る
日
本
ケ
ミ
コ
ン
の
佐

久
間
さ
ん
の
呼
び
か
け
で
、
上
海
を
再
び
訪
れ

る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
数
年
前
に
も
モ
チ

ベ
ー
ト
の
森
社
長
の
お
世
話
で
訪
れ
、
キ
ャ
パ

シ
タ
バ
ス
に
深
い
感
銘
を
受
け
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
そ
の
と
き
通
訳
を
し
て
く
れ
た
謝

艶
さ
ん
と
も
再
会
。
現
地
で
自
分
の
会
社
を
設

立
し
て
頑
張
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

上
海
万
博
で
は
、
約
60
台
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
バ
ス
と
、
約
30
台
の
キ
ャ
パ
シ
タ
バ
ス

が
走
っ
て
い
ま
し
た
。
う
が
っ
た
見
方
を
す
れ

ば
、中
国
は
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
バ
ス
と
キ
ャ

パ
シ
タ
バ
ス
に
２
：
１
の
割
合
で
力
を
入
れ
て

い
る
、
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
電
池
一
辺
倒
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
バ
ス
を
正
常
に
運
行

す
る
た
め
に
は
、巨
大
な
電
池
交
換
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要
で
す
。
万
博
で
は
よ
く
て
も
、
日
常

的
な
実
用
性
は
疑
問
で
す
。

写真１　充電中のキャパシタバスと謝艶さん

写真２キャパシタバスとリチウムイオン電池バス

写真３　電池交換中の
　　　　リチウムイオン電池バス

写真４　無数の電池を用意する

 
上
海
万
博
と
キ
ャ
パ
シ
タ
バ
ス
な
ど

東
京
大
学
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
教
授　

堀　

洋
一　

4



一
方
、
キ
ャ
パ
シ
タ
バ
ス
は
、
バ
ス
停
で
の

30
秒
〜
１
分
ほ
ど
の
充
電
で
永
久
に
走
り
続
け

ま
す
。
終
点
で
の
充
電
設
備
（
お
そ
ら
く
全
線

へ
の
配
電
を
行
う
ト
ラ
ン
ス
と
整
流
器
が
あ
る
）

も
簡
単
で
す
。
ど
う
見
て
も
キ
ャ
パ
シ
タ
バ
ス

の
勝
ち
、
と
思
え
ま
す
。

少
し
余
談
を
し
ま
す
。
上
海
訪
問
の
あ
と
、

日
中
自
動
車
友
好
協
会
の
お
世
話
で
、
中
国
の

振
興
大
電
池
メ
ー
カ
Ｂ
Ｙ
Ｄ
を
訪
問
し
、
将
来

の
電
気
自
動
車
に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
要

ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
、
と
い
う
講
演
を
し
ま

し
た
。
皆
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、
興
味
津
々
。

特
に
若
い
社
員
は
、
大
量
の
電
池
を
使
い
続
け
、

そ
れ
で
拡
大
を
続
け
る
自
社
の
将
来
に
不
安
を

抱
い
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

ま
た
、
福
建
省
龍
岩
市
で
開
催
さ
れ
た
「
中

国
南
方
海
西
希
土
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ
の
助
成
事
業
と
し
て
順
調
に
開
発
を
行
っ

て
い
る
、
レ
ア
ア
ー
ス
を
使
わ
な
い
永
久
磁
石

レ
ス
モ
ー
タ
の
話
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
総

ス
カ
ン
を
食
う
と
思
い
き
や
、
大
変
よ
い
議
論

と
な
り
ま
し
た
。
帰
国
し
て
か
ら
弁
理
士
の
先

生
方
に
、
あ
ま
り
中
国
に
知
恵
を
与
え
る
な
と

叱
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
が
、
環
境
や
資
源
制
約

を
考
え
た
も
の
づ
く
り
は
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま

す
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

写真５
２台並んで充電中の
キャパシタバス

写真６ キャパシタへの給電設備

写真７　ＢＹＤ本社＠深圳

写真１０　道中寄った世界遺産の客家土楼

写
真
９

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
心
企
業

ア
モ
イ
タ
ン
グ
ス
テ
ン
社

写真８　ＢＹＤ御自慢の純電気自動車
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龍
岩
市
は
レ
ア
ア
ー
ス
の
大
産
地
で
あ
り
、

広
大
な
土
地
を
開
拓
し
て
大
工
業
団
地
を
作
り
、

企
業
の
誘
致
を
強
力
に
進
め
て
い
ま
す
。

深
圳
で
開
催
さ
れ
て
い
た
Ｅ
Ｖ
Ｓ
25
で
は
、

Ｇ
Ｍ
の
出
展
し
たen-V

と
い
う
一
人
乗
り
の

電
気
自
動
車
が
興
味
を
引
き
ま
し
た
。
上
海
万

博
の
Ｇ
Ｍ
館
で
上
映
さ
れ
た
２
０
３
０
年
の
上

海
を
描
い
た
ビ
デ
オ
に
も
登
場
し
ま
す
。
そ
こ

で
は
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電
の
姿
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。

も
し
Ｅ
Ｖ
が
電
力
イ
ン
フ
ラ
か
ら
直
接
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
て
走
れ
ば
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
を
使
わ
な
い
「
も
う
一
つ
の
」
Ｅ
Ｖ
社

会
を
描
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
数

百
万
回
の
充
放
電
に
耐
え
ら
れ
る
「
キ
ャ
パ
シ

タ
」
と
、「
ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電
」
が
キ
ー
技
術

と
な
る
で
し
ょ
う
。
キ
ャ
パ
シ
タ
Ｅ
Ｖ
は「
オ
ー

ト
チ
ャ
ー
ジ
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
」
で
あ
り
、
ワ
イ
ヤ

レ
ス
給
電
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
版
Ｅ
Ｔ
Ｃ
」
と
言

え
ま
し
ょ
う
。

筆
者
は
、新
年
早
々
、自
動
車
技
術
会
に「
ワ

イ
ヤ
レ
ス
給
電
シ
ス
テ
ム
技
術
」
部
門
委
員
会

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電
に
よ
っ

て
、
最
後
の
数
m
を
電
力
イ
ン
フ
ラ
に
つ
な
げ

る
ほ
う
が
、
大
容
量
の
電
池
を
積
ん
だ
Ｅ
Ｖ
よ

り
も
社
会
的
コ
ス
ト
は
小
さ
く
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
、
モ
ー
タ
／
キ
ャ
パ
シ
タ
／
ワ

イ
ヤ
レ
ス
の
技
術
は
、
い
ず
れ
も
日
本
が
世
界

の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

実
用
化
の
面
で
後
れ
を
と
ら
な
い
か
心
配
で
す
。

中
国
は
、
計
画
経
済
的
な
意
思
決
定
と
、
資
本

経
済
に
学
ん
だ
国
内
メ
ー
カ
の
自
由
競
争
に

よ
っ
て
、
今
日
の
繁
栄
を
築
い
て
い
る
と
思
わ

れ
、
日
本
が
学
ぶ
べ
き
点
も
少
な
く
な
い
と
感

じ
た
旅
で
し
た
。

今
回
、
上
海
交
通
大
学
の
許
教
授
、
馬
准
教

授
（
実
は
小
生
の
教
え
子
）、
同
済
大
学
の
陳

教
授
の
研
究
室
を
訪
問
し
、
講
演
、
見
学
、
技

術
討
論
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
同
行
し
た
会
員
諸
氏
か
ら
報
告
さ

れ
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

堀　

洋
一

（
東
京
大
学 

新
領
域
創
成
科
学
研
究
科 

先

端
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
専
攻 

教
授
、

　

キ
ャ
パ
シ
タ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

会
長
）

写
真
11

龍
岩
レ
ア
ア
ー
ス
工
業
団

地
計
画

写真12　龍岩レアアース工業団地予定地

写真13　ＧＭの小型電気自動車ｅｎ－Ｖ
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２
０
０
７
年
１
月
29
日
に
堀
先
生
、
モ
チ
ベ
ー
ト
森
社
長

一
行
に
同
行
し
、
上
海
の
キ
ャ
パ
シ
タ
ー
バ
ス
を
見
学
に
行

き
ま
し
た
。
そ

の
時
の
驚
き
は

今
で
も
忘
れ
ま

せ
ん
。
上
海
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
豫
園
」
の
周

辺
をH

ybrid 
capacitor

仕

様
と
は
い
え
、

キ
ャ
パ
シ
タ
ー

の
み
で
路
線
バ

ス
が
走
行
し
て

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
２
０
０
９
年
11
月
に
北
京
公
共
交
通
バ
ス
の
電
動

バ
ス
充
電
所
を
見
学
し
ま
し
た
。
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
中
心

会
場
の
「
鳥
の
巣
」
周
辺
を
リ
チ
ウ
ム
電
池
の
純
電
動
バ
ス
が

定
期
運
行
し
て
い
ま
し
た
。
充
電
方
式
は
交
換
方
式
で
す
。

日
本
は
「
安
全
」「
信
頼
性
」「
コ
ス
ト
」「
規
格
」
等
々
と

実
現
ま
で
相
当
な
年
月
を
掛
け
ま
す
が
、
中
国
の
電
気
自
動
車

の
動
向
は
、「
と
も
か
く
実
用
化
さ
せ
る
」
の
中
国
政
府
の
方

針
が
明
確
で
す
。

中
国
政
府
は
２
０
１
３
年
ま
で
に
２
５
０
０
０
台
の
電
動
自

動
車
（
バ
ス
も
含
む
）
を
走
行
さ
せ
る
方
針
を
出
し
ま
し
た
。

い
た
る
と
こ
ろ
で
、
様
々
な
自
動
車
会
社
の
バ
ス
が
市
内
を

定
期
運
行
し
て
ま
す
。

中
国
の
電
池
業
界
を
パ
ソ
コ
ン
で
検
索
す
る
と
リ
チ
ウ
ム
電

池
メ
ー
カ
ー
が
１
０
０
社
以
上
あ
り
ま
す
。

又
、
超
弩
級
コ
ン
デ
ン
サ
ー
で
検
索
し
ま
す
と
、
キ
ャ
パ
シ

タ
ー
メ
ー
カ
ー
は
や
は
り
１
０
０
社
以
上
検
索
で
き
ま
す
。

そ
の
会
社
名
を
見
ま
す
と
ほ
と
ん
ど
が
同
じ
会
社
で
す
。

あ
る
展
示
会
で
関
係
者
に
聞
い
て
み
ま
し
た
ら
、「
リ
チ
ウ

ム
電
池
、
キ
ャ
パ
シ
タ
ー
と
も
に
有
力
な
蓄
電
デ
バ
イ
ス
な
の

で
、
両
方
共
に
必
要
」
と
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

（
某
リ
チ
ウ
ム
電
池
メ
ー
カ
ー
の
製
品
）

中
国
「
電
気
自
動
車
」
最
前
線
を
行
く�

日
本
ケ
ミ
コ
ン
㈱　

佐
久
間 

一 

浩

キャパシターバス

Li電池の純電動バス

電池充電所・交換所

大連のHEVバス

リ
チ
ウ
ム
電
池
VS
キ
ャ
パ
シ
タ
ー
？
！
　

車両に搭載のリチウム電池 キャパシター
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中
国
は
気
象
条
件
が
悪
い
の
で
風
車
の
瞬
低
対
策
は
キ
ャ
パ

シ
タ
ー
仕
様
が
適
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

２
０
１
１
年
か
ら
２
０
２
０
年
の
中
国
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
振
興

計
画
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
？

目
的
は
温
暖
化
ガ
ス
排
出
抑
制
効
果
が
大
き
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
で
す
。
具
体
的
に
は
風
力
発
電
、
太
陽
光
発
電
、
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド
、
電
気
自
動
車
等
で
す
。

そ
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
産
業
振
興
に
10
年
間
で
何
と

「
55
兆
円
」
で
す
。

例
え
ば

☆
中
国
の
環
境
対
応
車
は
電
気
自
動
車
が
メ
イ
ン
で
す
。

２
０
１
０
年
７
月
の
第
７
回
中
国
国
際
自
動
車
博
覧
会
（
長

春
）
で
張
中
国
機
械
工
業
連
合
会
副
会
長
が
下
記
の
様
に
演
説

を
致
し
ま
し
た
。

「
現
在
、
中
国
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
の
普
及
を
推
進
し

て
い
る
が
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が

電
気
自
動
車
で
あ
る
。
し
か
し
、
電
気
自
動
車
の
最
も
重
要
な

パ
ー
ツ
で
あ
る
動
力
電
池
（
シ
ス
テ
ム
）
に
つ
い
て
は
、
中
国

は
ま
だ
研
究
段
階
で
あ
り
、
産
業
化
に
至
っ
て
な
い
。
非
常
に

遺
憾
な
事
だ
が
、
現
在
中
国
で
は
利
用
さ
れ
て
い
る
動
力
電
池

中
心
パ
ー
ツ
の
80
％
以
上
が
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」

こ
の
記
事
を
読
ん
だ
時
に
、「
そ
の
通
り
！
！
」
と
思
わ
ず

叫
び
ま
し
た
。
確
か
に
中
国
の
投
資
と
そ
の
活
力
は
世
界
最
高

水
準
と
は
思
い
ま
す
が
、
技
術
（
信
頼
性
、
安
全
性
、
環
境
親

和
性
等
々
）
は
日
本
が
最
先
端
で
あ
る
事
は
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。

た
だ
、
惜
し
む
ら
く
は
、「
勢
い
と
勇
気
の
欠
如
」
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
３
月
よ
り
１
７
０
日
間
中
国
に
滞
在
し

て
確
信
し
た
こ
と
は
、
日
本
は
ノ
ウ
ハ
ウ
を
盗
ら
れ
る
と
か
で

は
な
く
、
恐
れ
ず
に
、
ど
の
よ
う
な
国
と
も
戦
略
的
互
恵
関
係

で
、
攻
め
て
行
く
こ
と
が
重
要
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
。
そ
の
役
割
の
一
部
に
キ
ャ
パ
シ
タ
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

あ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　

中
国
で
の
キ
ャ
パ
シ
タ
ー
の
市
場
は
？
？
　

中
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
は
　

日
本
企
業
へ
の
期
待
　

巨大なブレードがトラックに！！

洋上風車が爽快に回転してます

①
２
０
０
９
年
全
発
電
能
力
8.7
億
kw

　
　
　

↓
2
倍

２
０
２
０
年
全
発
電
量
目
標
16
億
kw

②
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
目
標

２
０
１
０
年
0.2
億
kw

　
　
　

↓
10
倍

２
０
２
０
年
；
2
億
kw

③
車
両
関
連
目
標

２
０
１
０
年
生
産
台
数
１
５
０
０
万
台
/
年

　
　
　

↓
2
倍

２
０
２
０
年
目
標
生
産
台
数
３
０
０
０
万
台
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２
０
１
０
年
９
月
に
キ
ャ
パ
シ
タ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
中
国
の

上
海
で
技
術
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

堀
洋
一
会
長
を
団
長
と
し
て
、
東
大
堀
研
究
室
か
ら
Ｄ
１
の

王
さ
ん
、
Ｍ
１
の
馬
さ
ん
、
Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
土
屋
氏
、
指
月

電
機
門
間
氏
、
リ
コ
ー
岸
の
６
名
が
上
海
へ
向
か
い
、
現
地
で

日
本
ケ
ミ
コ
ン
の
佐
久
間
氏
、
モ
チ
ベ
ー
ト
の
森
氏
、
サ
ン
ケ

ン
電
気
の
伊
東
氏
、通
訳
の
金
さ
ん
、謝
さ
ん
と
合
流
し
ま
し
た
。

現
地
の
技
術
視
察
日
程
は
三
日
間
で
、
１
日
目
は
上
海
万
博

会
場
に
て
、
キ
ャ
パ
シ
タ
バ
ス
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
バ
ス

と
充
電
所
の
視
察
。
２
日
目
は
上
海
交
通
大
学
と
の
、
３
日
目

は
同
済
大
学
と
の
技
術
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

本
稿
で
は
こ
の
２
大
学
と
の
交
流
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

講
演
を
撮
影
し
た
写
真
や
動
画
を
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
共
有
し
て
い

ま
す
の
で
、
詳
細
を
確
認
さ
れ
る
際
の
手
が
か
り
に
と
考
え
て

い
ま
す
。

上
海
交
通
大
学
は 

１
８
９
６
年
創
立
の
国
立
大
学
で
理
工

系
の
伝
統
が
強
く
、清
華
大
学
、北
京
大
学
に
次
ぐ
難
関
校
で
す
。

今
回
は
ま
ず
、
上
海
交
通
大
学 

自
動
車
工
学
研
究
院
院

長
の
許
敏
教
授
（
写
真
上
右
か
ら
6
人
目
）
に
技
術
紹
介
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
動
車
工
学
研
究
院
（A

utom
otive 

Research and Engineering Institute

）
に
は
、
教
授

と
助
教
授
あ
わ
せ
て
32
名
、
大
学
院
生
約
３
５
０
名
が
所
属
し

て
お
り
、
核
と
な
る
４
研
究
室
で
は
①
ボ
デ
ィ
デ
ザ
イ
ン
と
製

造
、
②
シ
ャ
ー
シ
と
制
御
技
術
、
③
自
動
車
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
、
④
エ
ン
ジ
ン
技
術
、
の
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

長
期
技
術
開
発
計
画
で
は
環
境
技
術
を
軸
と
し
、
次
の
エ
ン

ジ
ン
技
術
と
電
池
シ
ス
テ
ム
技
術
が
研
究
対
象
で
す
。

１
．
Ｈ
Ｅ
Ｖ
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
）
エ
ン
ジ
ン

２
．
Ｈ
Ｅ
Ｖ
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン

３
．
蓄
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

４
．
Ｈ
Ｅ
Ｖ
／
Ｂ
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
制
御
シ
ス
テ
ム

こ
の「
３
．
蓄
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
」に
は
、「
電
池
や
キ
ャ

パ
シ
タ
の
パ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
」「
キ
ャ
パ
シ
タ
＋
電
池
」
が
あ
り
、

キ
ャ
パ
シ
タ
も
重
点
的
な
研
究
対
象
で
す
。

●
技
術
講
演

別
表
の
通
り
、
堀
会
長
・
馬
さ
ん
・
王
さ
ん
・
土
屋
さ
ん
が

技
術
講
演
を
さ
れ
、
上
海
交
通
大
か
ら
はM

infan Fu

さ
ん
に
、

「W
ireless C

harging of Supercapacitor M
odel 

C
ar

」
を
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

キ
ャ
パ
シ
タ
を
動
力
源
と
し
た
モ
デ
ル
カ
ー
（
写
真
中
）
に

無
線
給
電
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
、
磁
界
共
鳴
方
式
を
採
用
し
た

無
線
給
電
は
15
㎝
の
距
離
を
93
％
の
効
率
で
10
ｍ
Ｗ
程
度
の
電

力
送
電
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
将
来
は
電
力
を
無
線
給
電
で
受

け
な
が
ら
高
速
道
路
走
行
し
続
け
る
用
途
等
が
提
案
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
技
術
は
、
学
内
の
技
術
コ
ン
ペ
で
金
賞
を
受
賞
し
た

そ
う
で
す
。

●
見
　
学

次
に
研
究
設
備
を
見
学
し
ま
し
た
。
多
く
の
研
究
室
は
企

業
か
ら
の
資
金
提
供
を
受
け
て
お
り
、
研
究
棟
入
口
の
壁
に

は
22
社
と
研
究
室
名
一
覧
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｍ
社

やSA
IC

（
上
海
汽
車
）
社
な
ど
自
動
車
メ
ー
カ
だ
け
で
な
く
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
等
の
関
連
技
術
メ
ー
カ
が
確
認
で

き
ま
す
。
特
に
Ｇ
Ｍ
社
か
ら
は
年
に
１
億
円
程
度
の
寄
付
が
あ

る
と
の
こ
と
で
、
充
実
し
た
設
備
に
は
驚
き
ま
し
た
。
な
お
、

日
本
メ
ー
カ
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
一
社
だ
け
で
、
欧
米
各
社
と
は
ス
タ

ン
ス
が
異
な
る
様
で
す
。

 
上
海
交
通
大
学
・
同
済
大
学
訪
問�

　

リ
コ
ー
㈱　

岸　
　

和　

人　

■
は
じ
め
に

■
上
海
交
通
大
学
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電
池
の
試
験
装
置
は
、「A

eroV
ironm

ent

社
製
のA

V
-

９
０
０
」
等
が
あ
り
、
最
大
で
７
５
０
Ｖ
５
０
０
Ａ 

２
５
０

ｋ
Ｗ
ま
で
の
評
価
が
可
能
で
、
実
験
室
の
隅
に
置
い
て
あ
る
電

気
バ
ス
用
電
池
の
評
価
を
行
う
そ
う
で
す
。

こ
の
他
、
エ
ン
ジ
ン
の
「
燃
料
噴
射
可
視
化
装
置
」
と
し
て
、

「LaV
ision

社
の
画
像
観
察
・
解
析
シ
ス
テ
ム
」、「
Ｈ
Ｅ
Ｖ
動

力
系
の
テ
ス
ト
ベ
ン
チ
施
設
」
や
、「ETA

S

社
製
の
組
込
み

制
御
開
発
支
援
ツ
ー
ル
」
な
ど
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
講
　
演

同
済
大
学
は
１
９
０
７
年
の
創
立
、
学
生
数
が
約
5.5
万
人
、

特
に
建
築
土
木
系
が
強
い
理
工
系
の
名
門
大
学
で
す
。

研
究
室
主
任
の
陳
教
授
か
ら
同
済
大
学
自
動
車
学
院
を
御

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
０
０
２
年
の
設
置
で
、
学
生
は

約
1.8
千
人
、
院
の
年
間
研
究
費
は
7
千
万
元(

8.7
億
円)

と
の

こ
と
で
す
。
企
業
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
研
究
室
が
設
置
さ
れ
、

SA
IC
(

上
海
汽
車)

、V
W
 (V
olksw

agen) 

な
ど
と
研
究
機

関
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

同
済
大
は
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
技
術
の
中
で
も
特

に
カ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
応
用
研
究
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

次
の
７
領
域
を
研
究
対
象
と
し
て
い
ま
す

１
．
パ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
制
御

２
．
バ
ッ
テ
リ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

３
．
車
載
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

４
．
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
のｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

、
集
成
及
び
制
御

５
．
自
動
車
シ
ャ
ー
シ
電
子
制
御
シ
ス
テ
ム

６
．
車
載
情
報
シ
ス
テ
ム

７
．
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

研
究
テ
ー
マ
の
例
と
し
て
「
燃
料
電
池
の
パ
ワ
ー
制
御
」「
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
（
Ｌ
Ｉ
Ｂ
）
の
Ｓ
Ｏ
Ｃ
推
定
法
」
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
他
、
中
国
の
「
自
動
車
燃
費
基
準
」、「
電
気
自
動
車
向

け
部
品
メ
ー
カ
分
布
図
」
や
、「
電
池
メ
ー
カ
と
生
産
量
一
覧
」

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
の
電
池
生
産
量
が
'09
年
の
10
億
Ｗ
ｈ

か
ら
'10
年
に
40
億
Ｗ
ｈ
に
増
加
し
、
Ｂ
Ｙ
Ｄ
と
天
津
力
神
が
そ

れ
ぞ
れ
10
億
Ｗ
ｈ
と
の
こ
と
で
す
。

●
見
　
学

構
内
に
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
の
実
験
線
が
備
え
ら
れ
る
ほ

ど
広
大
な
敷
地
で
、
自
動
制
御
自
動
車
（
写
真
下
）
を
試
乗
し

ま
し
た
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ア
ン
テ
ナ
と
各
種
障
害
物
セ
ン
サ
を
備
え
た

Ｅ
Ｖ
で
す
。
当
日
は
雲
が
多
く
Ｇ
Ｐ
Ｓ
動
作
が
不
確
実
で
し
た

が
、
地
図
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
情
報
を
基
に
障
害
物
を
避
け
な
が
ら
自
動

で
走
行
が
可
能
と
い
う
事
で
す
。

ま
た
、
車
両
の
デ
ザ
イ
ン
に
必
要
な
風
洞
実
験
設
備
な
ど
、

日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
で
も
驚
く
大
規
模
な
設
備
を
見
学
で
き

ま
し
た
。

●
お
わ
り
に

自
動
車
用
大
容
量
キ
ャ
パ
シ
タ
は
、
中
国
で
は
予
想
よ
り
大

き
な
存
在
感
を
感
じ
る
も
の
で
し
た
。
こ
れ
は
、
キ
ャ
パ
シ
タ

バ
ス
が
既
に
街
中
を
走
行
し
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
大
学

の
役
割
が
日
本
と
異
な
る
点
も
理
由
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
大

学
が
先
進
的
で
幅
広
い
技
術
を
開
発
す
る
事
は
同
じ
で
す
が
、

中
国
で
は
豊
富
な
資
金
で
実
用
化
開
発
を
一
歩
進
め
る
と
と
も

に
、
大
学
と
直
結
し
た
企
業
が
そ
の
成
果
を
量
産
化
し
ま
す
。

こ
の
技
術
開
発
と
市
場
展
開
の
ス
ピ
ー
ド
は
参
考
に
な
る
点
も

多
い
と
感
じ
ま
す
。

今
回
、
良
い
経
験
と
な
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
員
の
皆
様
に
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
本
稿
が
皆
さ
ん
の
ご
参
考
に
な
り
ま
し
た
ら

幸
い
で
す
。

■
同
済
大
学

講 演 者 タ イ ト ル 概 要

上
　
海
　
交
　
通
　
大
　
学

①フォーラム会長、
　東大　堀洋一教授 ｢Motor/Capacitor/Wireless　for　Future　EV　Society｣ 東大・堀研紹介

②上海交通大 許教授 ｢Institute of  Automotive Engineering｣ 上海交通大紹介

③東大 TechChuan Beh 氏 ｢Wireless Power Transfer via Magnetic Resonance Coupling｣ ワイヤレス給電

④東大 Wang Yafei 氏 ｢Motion Control of Electric Vehicle  in Hori & Fujimoto Lab｣ ＥＶの挙動制御

⑤ UD トラックス 土屋氏 ｢Global efficient HEV development
-incl. VOLVO group HEV development status-｣

HEV の開発動向
フォーラム紹介

⑥上海交通大 Minfan Fu 氏 ｢Wireless Charging of Supercapacitor Model Car｣ ワイヤレス給電

同
　
済
　
大
　
学

①同済大学 陳慧教授 ｢同済大学、中国におけるエコカーの研究開発｣ 同済大学紹介

②東大 堀教授 ｢東京大学大学院  新領域創成科学研究科｣ 東大 大学院の紹介

③東大 堀教授 ｢Motor/Capacitor/Wireless　for　Future　EV　Society｣　 堀研紹介

④東大 TechChuan Beh 氏 ｢Wireless Power Transfer via Magnetic Resonance Coupling｣ ワイヤレス給電

⑤東大 Wang Yafei 氏 ｢Motion Control of Electric Vehicle in Hori&Fujimoto Lab｣ ＥＶの挙動制御
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日
常
業
務
に
忙
殺
さ
れ
、
遠
い
昔
に
な
り
に
け
り
・
・
・
か

ら
必
死
に
記
憶
を
呼
び
起
こ
し
て
い
ま
す
。
逆
に
印
象
の
強
い

も
の
し
か
思
い
出
せ
な
い
の
で
、
情
報
過
多
の
現
代
で
は
良
い

こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

早
速
で
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
中
国
で
し
た
。
そ

れ
が
い
き
な
り
上
海
で
は
、
ホ
ン
ト
の
中
国
を
見
た
気
に
な
る

な
、
と
釘
を
刺
さ
れ
そ
う
で
す
が
、
御
容
赦
く
だ
さ
い
。
今
回

は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
視
点
で
、
上
海
万
博
会
場
内
で
運
行
に

供
さ
れ
て
い
た
キ
ャ
パ
シ
タ
を
搭
載
し
た
電
動
バ
ス
を
中
心
に

お
話
し
し
ま
す
。

上
海
万
博
の
会
場
内
の
お
客
様
の
移
動
に
は
、
36
台
の
キ
ャ

パ
シ
タ
バ
ス
以
外
に
も
１
２
０
台
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

搭
載
の
電
動
バ
ス
が
使
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
キ
ャ
パ
シ
タ

バ
ス
は
１
路
線
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
バ
ス
は
３
路
線
の

運
行
に
供
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
バ
ス
メ
ー
カ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
※
１
）
に
は
無
事
会
期
を
終
了
し
、
バ
ス
の
運
行
も
順
調

で
あ
っ
た
旨
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
公
式
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
さ
て

お
き
、
実
際
は
ど
う
な
の
か
？
に
つ
い
て
記
載
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
か
ら
、
キ
ャ
パ
シ
タ
バ
ス
に
つ
い

て
の
み
と
な
り
ま
す
。
せ
っ
か
く
の
万
博
な
の
に
、
パ
ビ
リ
オ

ン
を
ひ
と
つ
だ
け
見
た
後
、
我
々
は
会
場
内
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に

一
目
散
。
車
両
規
格
の
違
い
か
ら
、
日
本
の
都
市
部
で
使
わ
れ

て
い
る
一
般
的
な
路
線
バ
ス
に
比
べ
、
車
両
サ
イ
ズ
は
ひ
と
回

り
大
き
い
も
の
の
、
乗
車
定
員
は
35
名
ほ
ど
と
本
格
的
商
用
運

行
に
は
ち
ょ
っ
と
遠
い
な
～
と
い
う
印
象
で
す
。
写
真
は
、
前

輪
の
タ
イ
ヤ
ハ
ウ
ス
上
の
席
か
ら
後
方
を
見
渡
し
て
撮
影
し
た

も
の
で
す
。
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
の
、
キ
ャ
パ
シ
タ
は
ど
う
な

の
か
？
で
す
が
、
御
本
尊
を
確
認
す
る
こ
と
は
適
わ
ず
、
で
し

た
。
な
ん
せ
我
々
は
実
態
調
査
の
た
め
観
光
客
に
扮
し
た
調
査

団
で
す（
笑
）。
帰
国
後
に
様
々
な
情
報
等
を
総
合
し
た
と
こ
ろ
、

以
下
の
よ
う
な
仕
様
と
思
わ
れ
ま
す
。
最
高
電
圧
は
６
０
０
Ｖ

級
。
８
０
０
０
０
Ｆ
級
の
単
セ
ル
電
圧
１
．
５
Ｖ
を
４
０
０
直

列
。
し
た
が
っ
て
、
２
０
０
Ｆ
ユ
ニ
ッ
ト
、
搭
載
容
量
２
０
ｋ

Ｗ
ｈ
程
度
。
さ
て
、
こ
の
実
力
は
？
と
い
う
と
こ
ろ
が
興
味
の

ポ
イ
ン
ト
な
の
で
す
が
、
記
録
計
を
セ
ッ
ト
し
、
性
能
計
測
な

ど
出
来
る
訳
も
無
く
、
唯
一
の
手
段
は
、
カ
メ
ラ
、
ビ
デ
オ
を

手
に
し
た
親
父
軍
団
が
運
転
席
回
り
を
占
拠
し
、運
転
席
の
メ
ー

タ
ー
パ
ネ
ル
を
食
い
入
る
よ
う
に
覗
き
込
む
異
様
な
行
動
の
み

（
笑
）。
や
れ
ば
出
来
る
も
の
で
、
後
日
、
撮
影
動
画
に
写
る
電

圧
変
動
を
も
と
に
、
キ
ャ
パ
シ
タ
ユ
ニ
ッ
ト
の
実
力
性
能
を
類

推
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
（
リ
コ
ー
の
岸
さ
ん
撮
影
の
ビ

デ
オ
画
像
が
大
変
役
に
立
ち
ま
し
た
）。
計
算
に
よ
れ
ば
、
ユ

ニ
ッ
ト
キ
ャ
パ
シ
タ
ン
ス
は
１
７
６
Ｆ
、
内
部
抵
抗
０
．
２
５

Ω
、
つ
ま
り
Ｅ
Ｓ
Ｒ
は
４
４
．
７
Ω
Ｆ
と
い
う
結
果
が
出
ま
し

た
。
ま
ず
、桁
外
れ
に
内
部
抵
抗
が
高
い
な
～
と
い
う
印
象
で
す
。

そ
の
せ
い
か
、
イ
ン
パ
ネ
の
表
示
に
は
、
キ
ャ
パ
シ
タ
に
あ
る

ま
じ
き
（
笑
）
高
温
の
表
示
が
・
・
・
実
に
60
～
70
℃
も
の
セ

ル
温
度
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、内
部
抵
抗
が
高
い
が
故
に
、メ
ー

タ
ー
パ
ネ
ル
に
表
示

さ
れ
る
電
圧
変
動
ほ

ど
実
際
の
セ
ル
実
効

電
圧
の
変
動
は
無
い

よ
う
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
さ
す
が
電

動
バ
ス
！
滑
ら
か
な

加
速
感
で
実
に
快
適

で
す
。
各
バ
ス
停
で

は
、
パ
ン
タ
グ
ラ
フ

に
よ
る
、
１
分
前
後

の
急
速
充
電
と
い
う

キャパシタ
超級電容公客車
計36台

 
い
い
も
の
は
ど
ん
ど
ん
使
お
う
♪�

Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
㈱　

土
屋　

孝
幸
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キ
ャ
パ
シ

タ
だ
か
ら

出
来
る
利

便
性
を
フ

ル
に
発
揮

し
て
い
ま

し
た
。
走

行
モ
ー
タ

は
60
ｋ
Ｗ

程
度
の
も

の
を
装
備

し
て
い
る

と
考
え
ら

れ
、
40
～

50
㎞
／
ｈ

程
度
の
最

高
速
度
と
、
１
㎞
ほ
ど
の
満
充
電
航
続
距
離
に
よ
り
、
イ
ン
フ

ラ
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
路
線
バ
ス
用
途
で
あ
れ
ば
性
能
的
に
は

充
分
な
よ
う
で
す
。
さ
て
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
は
運
行
経
費
で

す
が
、
聞
い
た
と
こ
ろ
、
中
国
の
電
気
代
は
０
．
６
元
／
ｋ
Ｗ

ｈ
と
の
こ
と
。
こ
れ
ま
た
バ
ス
の
メ
ー
タ
ー
パ
ネ
ル
の
情
報
を

信
ず
れ
ば
、
総
エ
ネ
ル
ギ
消
費
量
は
２
８
１
１
５
ｋ
Ｗ
ｈ
と
表

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
回
生
分
を
差
し
引
い
て
い
る
か
は
定
か

で
あ
り
ま
せ
ん
）。
総
走
行
距
離
は
５
２
８
８
㎞
と
あ
り
ま
し

た
の
で
、
電
費
は
５
．
３
ｋ
Ｗ
ｈ/

㎞
、
単
純
走
行
コ
ス
ト
は
、

45
円
／
㎞
（
※
２
）
で
す
。
比
較
の
た
め
算
出
し
た
日
本
の
標

準
的
な
デ
ィ
ー
ゼ
ル
路
線
バ
ス
の
公
表
デ
ー
タ
に
よ
る
単
純
走

行
コ
ス
ト
は
24
円
／
㎞
（
※
３
）
で
し
た
。
尚
、
キ
ャ
パ
シ
タ

バ
ス
は
、
走
行
エ
ネ
ル
ギ
以
外
に
エ
ア
コ
ン
等
の
消
費
エ
ネ
ル

ギ
も
含
ん
だ
値
で
す
。
ま
た
、
熱
負
荷
の
高
そ
う
な
キ
ャ
パ
シ

タ
の
メ
ン
テ
費
も
検
討
が
必
要
と
考
え
ら
れ
、
大
幅
な
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
、あ
る
い
は
低
抵
抗
化
が
実
用
化
の
た
め
の
課
題
で
し
ょ

う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
何
は
と
も
あ
れ
、
や
っ
た
も
の
勝
ち

的
な
発
想
に
立
て
ば
大
い
に
成
功
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
ず

は
実
用
に
供
し
、
ど
ん
ど
ん
改
良
を
加
え
て
い
く
、
こ
れ
が
現

在
の
中
国
パ
ワ
ー
の
源
泉
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
、
上
海
市
内
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
程
多
く
の
電
動
２
輪

車
が
走
っ
て
い
ま
し
た
。
大
き
な
交
差
点
を
通
過
す
る
８
割
は

電
動
の
よ
う
で
す
。
私
の
期
待
は
裏
切
ら
れ
（
笑
）、
ス
モ
ッ

グ
に
ま
み
れ
た
街
の
イ
メ
ー
ジ
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
公
共
の
ゴ
ミ
清
掃
車
も
勿
論
電
動
車
両
で
し
た
。
こ
う
い
っ

た
思
い
切
っ
た
転
換
は
ま
さ
に
現
在
の
中
国
を
象
徴
す
る
も
の

と
感
じ
ま
し
た
。
一
方
で
、
私
の
本
業
で
あ
る
中
大
型
商
用
車
、

と
り
わ
け
ト
ラ
ッ
ク
に
関
し
て
は
、
ま
っ
た
く
の
時
代
遅
れ

の
も
の
と
云
え
ま
す
。

し
た
が
っ
て
郊
外
で

は
、
期
待
通
り
（
笑
）

の
煙
を
吐
い
て
走
る

大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
多

数
・
・
・
。
大
学
の

先
生
曰
く
、
今
は
、

何
は
と
も
あ
れ
経
済

発
展
に
注
力
し
て
お

り
、
ト
ラ
ッ
ク
の
低

公
害
化
は
二
の
次
、

と
い
う
方
針
だ
そ
う

で
す
。
我
々
日
本
人
の
い
け
な
い
癖
は
、
相
変
わ
ら
ず
、
い
か

に
も
中
国
、
と
い
う
風
景
を
探
し
て
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

エ
ジ
ソ
ン
は
京
都
の
竹
を
電
球
の
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
に
使
っ
た
そ

う
で
す
が
、
中
国
は
今
で
も
建
設
現
場
の
足
場
に
竹
を
使
っ
て

い
ま
し
た
（
期
待
通
り
♪
）。
上
海
市
内
と
云
え
ど
も
裏
通
り

は
ま
だ
ま
だ
日
本
の
昭
和
初
期
の
風
情
が
多
く
、
道
路
の
脇
で

ホ
ン
ト
に
小
さ
な
お
店
を
開
い
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。
急
速

な
経
済
発
展
は
こ
の
お
じ
さ
ん
に
何
を
も
た
ら
す
の
か
、
近
く

て
遠
い
中
国
を
も
っ
と
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。
書
け
ば
書

く
ほ
ど
た
く
さ
ん
思
い
出
し
て
き
ま
し
た
が
、
紙
面
も
尽
き
ま

し
た
の
で
こ
れ
に
て
御
容
赦
。

※
１　
（http://w

w
w
.sunw

inbus.com
/index.aspx

）

※
２　

レ
ー
ト　

14
．
２
円
／
元

※
３　

軽
油
価
格　

１
０
０
円
／
リ
ッ
ト
ル
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領
土
問
題
で
緊
迫
感
高
ま
る
２
０
１
０
年
９
月
末
日
、
日
本

で
の
過
熱
報
道
と
は
裏
腹
に
、
現
地
上
海
は
大
変
穏
や
か
な
も

の
だ
っ
た
。
筆
者
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
中
国
訪
問
と
な
る
が
、

２
０
０
７
年
に
当
フ
ォ
ー
ラ
ム
視
察
団
（
堀
洋
一
会
長
、
森
五

宏
氏
ら
を
始
め
と
し
た
）
が
訪
問
し
て
３
年
、「
中
国
の
勇
気
、

技
術
の
進
歩
、
ス
ピ
ー
ド
」
は
よ
り
一
層
勢
い
を
増
し
成
長
を

続
け
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

既
に
ご
承
知
の
通
り
、
中
国
で
は
２
０
０
５
年
頃
か
ら
キ
ャ

パ
シ
タ
式
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
が
運
行
を
始
め
て
お
り
、
２
０
１
０

年
の
上
海
万
博
に
お
い
て
世
界
各
国
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
成
功
さ
せ
た
。

こ
の
万
博
会
場
内
を
走
る
キ
ャ
パ
シ
タ
バ
ス
は
、
停
留
所
で
停

車
し
て
い
る
30
～
90
秒
間
に
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
を
昇
降
さ
せ
、
隣

接
す
る
充
電
ス
タ
ン
ド
か
ら
伸
び
る
２
本
の
パ
イ
プ
架
線
よ
り

給
電
す
る
シ
ス
テ
ム
を
有
し
て
い
る
。

　

運
転
席
で
は
、キ
ャ
パ
シ
タ
の
電
圧
・
電
流
・
セ
ル
温
度
・

消
費
電
力
量
な
ど
を
モ
ニ
タ
ー
し
、逐
一
状
態
を
監
視
し
て
い
る
。

仮
に
運
転
中
、
何
ら
か
の
異
常
が
キ
ャ
パ
シ
タ
シ
ス
テ
ム
に
発

生
し
た
場
合
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
？
恐
ら
く
モ
ニ
タ
ー
上

で
警
告
を
表
示
し
、
停
止
し
て
レ
ス
キ
ュ
ー
を
待
つ
の
で
あ
ろ

う
が
、
こ
れ
は
イ
ベ
ン
ト
会
場
だ
か
ら
可
能
な
話
で
あ
り
、
実

際
に
公
道
を
運
行
し
て
い
る
際
に
発
生
し
た
ら
そ
う
簡
単
な
問

題
と
は
言
え
な
い
。
定
め
ら
れ
た
運
行
ダ
イ
ヤ
が
あ
り
、
運
転

方
法
や
道
路
状
態
で
充
電
時
間
も
充
電
場
所
も
変
わ
る
と
す
れ

ば
、
待
つ
側
に
と
っ
て
は
冷
や
汗
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
運
転

手
が
し
か
る
べ
き
時
に
充
電
を
う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
場

合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
課
題
に
対
す
る
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
策
は
万
全
な
の
で
あ
ろ
う
が
、コ
ス
ト
面
・
安
全
面
・

保
守
と
あ
ら
ゆ
る
問
題
・
課
題
が
山
積
み
と
な
り
、
日
本
国
内

で
の
実
用
化
は
慎
重
を
期
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

少
し
夢
の
無
い
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、そ
う
は
言
っ
て
も
、

キ
ャ
パ
シ
タ
バ
ス
に
乗
っ
て
興
奮
を
感
じ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

万
博
会
場
を
走
る
キ
ャ
パ
シ
タ
バ
ス
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
キ
ャ

パ
シ
タ
の
供
給
元
は
上
海
奥
威
科
技（
中
）で
あ
る
。
中
国
キ
ャ

パ
シ
タ
メ
ー
カ
ー
の
多
く
は
、
車
両
用
キ
ャ
パ
シ
タ
で
世
界
を

リ
ー
ド
す
る
マ
ク
セ
ル
社
（
米
）
や
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
社
（
露
）
か
ら

技
術
を
入
手
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
事
実
、
後
に
訪
問
す
る
上

海
交
通
大
学
の
研
究
施
設
内
に
も
マ
ク
セ
ル
社
製
品
サ
ン
プ
ル

が
あ
っ
た
。

 
躍
動
す
る
上
海
キ
ャ
パ
シ
タ
バ
ス�

㈱
指
月
電
機
製
作
所　

門
間　

修
平

充電中

運転席パネル

キャパシタ搭載ミニEV車
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キ
ャ
パ
シ
タ
は
、
ク
ル
マ
の
新
し
い
時
代
を
創
る
デ
バ
イ
ス

に
向
か
っ
て
今
も
着
実
に
成
長
を
続
け
て
い
る
と
確
信
し
た
。

近
年
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や
電
気
自
動
車
な
ど
、
各
車
の
蓄

電
媒
体
に
要
求
さ
れ
た
の
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
」
で
あ
っ
た
。

動
力
源
の
モ
ー
タ
が
減
速
時
に
回
生
を
行
い
、得
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
電
力
と
し
て
蓄
え
再
利
用
す
る
。

貯
蔵
と
い
う
観
点
で
見
れ
ば
、
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
や
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
主
流
と
な
っ
て
し
ま
う
が
、
ス
ト
ッ
プ
＆

ゴ
ー
を
繰
り
返
す
用
途
や
、
定
常
時
は
エ
ン
ジ
ン
で
走
行
し
、

瞬
間
的
に
大
き
な
出
力
を
要
す
る
場
合
の
み
モ
ー
タ
を
補
助
的

に
使
う
よ
う
な
用
途
に
は
キ
ャ
パ
シ
タ
が
適
し
て
い
る
。
キ
ャ

パ
シ
タ
を
公
共
交
通
媒
体
お
よ
び
一
般
自
動
車
に
搭
載
さ
せ
る

波
は
既
に
す
ぐ
傍
ま
で
迫
っ
て
お
り
、
日
本
で
の
普
及
も
そ
う

遠
く
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

「
中
国
の
勇
気
、
技
術
の
進
歩
、
ス
ピ
ー
ド
」
は
電
気
自
動

車
開
発
の
他
に
も
目
を
見
張
る
点
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
世
界

初
の
実
用
浮
上
式
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
運
行
だ
。
名
称
は

上
海
磁
浮
列
車
、
通
称
「
上
海
マ
グ
レ
ブ
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
上
海
の
空
の
玄
関
で
あ
る
浦
東
国
際
空
港
か
ら
上
海
市
近

郊
の
全
長
30
ｋ
ｍ
を
わ
ず
か
７
分
30
秒
で
結
び
、
最
高
時
速
は

４
３
０
ｋ
ｍ
／
ｈ
。
日
本
で
言
え
ば
、
ち
ょ
う
ど
東
京
か
ら
横

浜
く
ら
い
の
距
離
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
区
間
を
わ
ず
か
７
分
30

秒
で
、し
か
も
時
速
４
３
０
ｋ
ｍ
／
ｈ
で
走
る
と
考
え
る
と
少
々

恐
い
気
も
す
る
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
ア
ッ
と
言
う
間
で
あ
っ
た
。

外
観
を
見
れ
ば
、そ
ん
な
に
ス
ピ
ー
ド
が
出
る
の
か
、と
思
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
箱
形
デ
ザ
イ
ン
だ
が
、
発
車
し
て
わ
ず
か
２

分
足
ら
ず
で
時
速
３
０
０
ｋ
ｍ
／
ｈ
に
到
達
。
し
か
し
、
最
高

時
速
を
体
感
で
き
る
と
期
待
し
た
の
も
束
の
間
、
そ
の
ま
ま
減

速
を
始
め
て
し
ま
っ
た
。
降
車
し
て
わ
か
っ
た
の
だ
が
、
午
前

午
後
と
も
に
各
１
時
間
ず
つ
し
か
最
高
時
速
で
走
行
し
て
お
ら

ず
、
そ
れ
以
外
の
時
間
帯
は
３
０
０
ｋ
ｍ
／
ｈ
に
制
限
さ
れ
て

い
た
。
騒
音
の
苦
情
、
安
全
な
ど
を
考
慮
し
た
そ
う
だ
が
、
何

と
も
残
念
な
思
い
は
拭
え
な
い
。

こ
れ
か
ら
乗
る
方
は
十
分
に
注
意
し
て
頂
き
た
い
。

　

キ
ャ
パ
シ
タ
に
携
わ
っ
て
３
年
。
ま
だ
ま
だ
半
人
前
に
も

満
た
な
い
が
、
外
（
世
界
）
を
知
る
こ
と
が
こ
ん
な
に
も
新
鮮

で
勉
強
に
な
る
の
か
と
強
く
実
感
し
た
。
同
時
に
、
日
本
の
技

術
は
や
は
り
ど
の
国
よ
り
優
っ
て
い
る
。
何
よ
り
自
信
を
貰
っ

た
視
察
と
な
っ
た
。

ＧＰＳ感知無人走行自動車

マグレブと筆者

視察団一行
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次
世
代
ナ
ノ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
キ
ャ
パ
シ
タ
」

　
　
　
　
　
　

材
料
革
新
に
よ
る
飛
躍
的
キ
ャ
パ
シ
タ
性
能
の
向
上

東
京
農
工
大
学
大
学
院
工
学
研
究
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
井　

勝
彦

近
年
、
地
球
規
模
で
の
政
治
・
金
融
・
環
境
の
崩

壊
が
ま
す
ま
す
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
低
炭
素
、

省
エ
ネ
な
ど
の
エ
コ
活
動
そ
の
も
の
が
経
済
発
展
に

つ
な
が
る
地
球
環
境
型
経
済
社
会
を
構
築
す
る
た
め

に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
技
術
の
さ
ら
な
る
進
化
が

重
要
で
あ
る
。
電
池
・
キ
ャ
パ
シ
タ
な
ど
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
デ
バ
イ
ス
は
、
日
本
が
誇
る
環
境
技
術
と
し
て

国
際
貢
献
で
き
る
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
し
て

い
る
。

キ
ャ
パ
シ
タ
は
、
高
出
力
、
高
サ
イ
ク
ル
性
、
高

安
全
性
、
良
好
な
温
度
特
性
な
ど
、
多
く
の
利
点
を

有
し
て
お
り
、
そ
の
特
性
は
同
じ
蓄
電
デ
バ
イ
ス
で

あ
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
と
全
く
好
対
照
な
位
置

に
あ
る
。
こ
の
好
対
照
な
２
つ
の
蓄
電
デ
バ
イ
ス
は
、

我
々
の
体
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス
テ
ム
（
有
酸

素
反
応
と
無
酸
素
反
応
）
に
酷
似
し
て
い
る
。
人
間

の
身
体
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
的
に
見
て
み
る
と
大
変
興
味

深
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。
体
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産

と
供
給
は
、
効
率
良
く
Ａ
Ｔ
Ｐ
が
司
っ
て
い
る
。
Ａ

Ｔ
Ｐ
と
は
、
ア
デ
ノ
シ
ン
三
リ
ン
酸
。
生
物
体
で
用

い
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
保
存
お
よ
び
利
用
を
司
る
物

質
で
あ
る
。
生
体
内
に
お
け
る
そ
の
存
在
量
や
物
質

代
謝
に
お
け
る
重
要
性
か
ら
「
生
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

通
貨
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
Ａ
Ｔ
Ｐ
は
、
主
に
２

つ
の
ル
ー
ト
（
有
酸
素
反
応
と
無
酸
素
反
応
）
で
生

産
さ
れ
る
。
人
間
の
呼
吸
に
よ
り
、
酸
素
を
取
り
入

れ
な
が
ら
行
わ
れ
る
有
酸
素
反
応
は
、（
１
個
の
ブ

ド
ウ
糖
か
ら
）
38
個
の
Ａ
Ｔ
Ｐ
を
ゆ
っ
く
り
と
生
産

し
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
。
一
方
、
無
酸

素
反
応
は
、
瞬
間
的
に
２
個
の
Ａ
Ｔ
Ｐ
を
生
産
し
、

小
さ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
が
必
要
に
応
じ
て
す
ぐ
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
で
き
る
。
人
間
は
こ
の
両
者
を
う

ま
く
使
い
分
け
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
動
作
に
対
応
し

た
ス
ム
ー
ズ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
を
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

２
つ
の
好
対
照
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
バ
イ
ス
を
絶
妙

に
組
合
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
可
能
と
な
る
。
電
池
・
キ
ャ
パ

シ
タ
は
多
く
の
用
途
で
補
完
関
係
に
あ
り
、
両
者
を

特別寄稿　

１　

は
じ
め
に

２ 

電
池
と
キ
ャ
パ
シ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
そ
の
補
完
的
役
割
）
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組
合
せ
て
用
い
た
実
用
例
は
増
え
つ
つ
あ
る
。

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
高
出
力
を
合
わ
せ
持
ち
実
効

性
の
あ
る
複
合
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
バ
イ
ス
の
構
築

は
、
必
然
的
な
方
向
性
と
言
え
る
。
正
・
負
極
の
ど

ち
ら
か
一
方
に
、電
荷
移
動
反
応(

フ
ァ
ラ
デ
ー
反
応)

を
利
用
し
た
電
極
を
用
い
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
キ
ャ
パ

シ
タ
の
開
発
が
本
格
化
し
て
い
る
。
正
極
に
活
性
炭
、

負
極
に
黒
鉛
を
用
い
た
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
キ
ャ
パ
シ

タ
（
Ｌ
Ｉ
Ｃ
）
は
、
次
世
代
キ
ャ
パ
シ
タ
の
有
力
候

補
と
し
て
大
き
な
期
待
を
集
め
て
い
る
。

「
ナ
ノ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
技
術
」
と
は
、
東
京
農
工

大
学
直
井
研
究
室
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
「（
有
）
ケ
ー
・

ア
ン
ド
・
ダ
ブ
ル
」
の
独
自
技
術
で
あ
り
、
超
遠
心

力
場
に
お
け
る
ゾ
ル
ゲ
ル
法
に
よ
り
、
ナ
ノ
レ
ベ
ル

に
粒
子
化
し
た
材
料
と
炭
素
基
材
を
、
複
雑
な
工
程

を
踏
む
こ
と
な
く
高
分
散
に
複
合
化
す
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
。

２
０
０
９
年
３
月
に
は
ナ
ノ
結
晶
化
し
た
チ
タ
ン

酸
リ
チ
ウ
ム
と
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー（
Ｃ
Ｎ

Ｆ
）を
複
合
化
し
た
負
極
を
持
つ「
ナ
ノ
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
キ
ャ
パ
シ
タ
」
の
開
発
に
成
功
し
て
い
る
。

チ
タ
ン
酸
リ
チ
ウ
ム
の
ナ
ノ
結
晶
粒
径
を
数nm

程
度
に
制
御
し
つ
つ
、
高
分
散
な
状
態
で
高
電
導
の

カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
と
複
合
化
し
た
こ
と
で
、

超
高
出
力
の
応
答
を
実
現
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

従
来
キ
ャ
パ
シ
タ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
を
３
倍
に
引

き
上
げ
た
。　
　
　

２
０
１
０
年
３
月
に
は
ナ
ノ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
キ
ャ

パ
シ
タ
の
量
産
化
（
２
０
１
１
年
春
を
目
標
に
サ
ン

プ
ル
（
φ
40
×
１
５
０
Ｌ
）
供
給
開
始
）
に
つ
い
て
、

日
本
ケ
ミ
コ
ン（
株
）が
発
表
し
て
い
る
。

３　

ナ
ノ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

　
　
　
　
　
　

キ
ャ
パ
シ
タ
の
開
発
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ナ
ノ
結
晶
チ
タ
ン
酸
リ
チ
ウ
ム
／
カ
ー
ボ
ン
複
合

体
を
負
極
に
、活
性
炭
を
正
極
に
用
い
た
新
し
い「
ナ

ノ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
キ
ャ
パ
シ
タ
」
の
場
合
、
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
プ
レ
ド
ー
プ
の
必
要
は
な
い
。

ま
た
、
集
電
体
に
は
ア
ル
ミ
が
使
用
で
き
、
内
部

抵
抗
も
低
い
。
そ
も
そ
も
低
温
特
性
に
優
れ
る
チ
タ

ン
酸
リ
チ
ウ
ム
は
、
電
気
化
学
的
な
安
定
性
に
加
え

て
、
構
造
的
に
も
非
常
に
安
定
で
あ
り
、
充
放
電
に

よ
る
体
積
膨
張
が
極
め
て
小
さ
い
と
い
う
利
点
も
有

し
て
い
る
。
チ
タ
ン
酸
リ
チ
ウ
ム
負
極
が
活
性
炭

容
量
の
４
倍
以
上
で
あ
る
こ
と
、
電
位
が
常
に
１
．

５
５
Ｖ
で
平
坦
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
電
解
液
分
解
の

心
配
が
全
く
無
い
安
全
な
電
位
領
域
で
作
動
す
る
た

め
、
信
頼
性
、
安
全
性
を
確
保
し
た
ま
ま
で
高
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
密
度
の
達
成
が
可
能
と
な
る
。

２
０
１
０
年
４
月
に
は
、
複
合
化
す
る
炭
素
材
料

に
単
層
Ｃ
Ｎ
Ｔ
（
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
ス
・
カ
ー
ボ
ン

ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ:SG

C
N
T

）
を
用
い
た
研
究
成
果
を

プ
レ
ス
発
表
し
て
い
る
。
さ
ら
な
る
高
性
能
化
に
よ

り
、「
ナ
ノ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
キ
ャ
パ
シ
タ
」
は
現
行

の
電
気
二
重
層
キ
ャ
パ
シ
タ
と
比
較
し
た
場
合
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
密
度
で
最
大
４
．
５
倍
、
出
力
密
度
で
最

大
３
．
８
倍
と
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
キ
ャ
パ
シ
タ

性
能
の
達
成
に
成
功
し
た
。SG

C
N
T

複
合
体
当
た

り
の
チ
タ
ン
酸
リ
チ
ウ
ム
（Li4 Ti5 O

12

）
は
80
〜

85
％
と
い
う
高
含
有
量
で
、
1
〜
10 

ｎ
ｍ
の
高
結

晶
微
粒
子
を
超
高
分
散
状
態
で
カ
ー
ボ
ン
に
添
着
さ

せ
た
。
複
合
化
す
る
カ
ー
ボ
ン
材
料
と
し
て
、
高
純

度
、
高
比
表
面
積
、
か
つ
将
来
量
産
化
可
能
な
単
層

（
シ
ン
グ
ル
ウ
ォ
ー
ル
）
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ

を
採
用
し
た
。
独
立
行
政
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究

所
が
、２
０
０
４
年
に
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ナ

ノ
カ
ー
ボ
ン
応
用
製
品
創
製
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
Ｐ
Ｌ
：

飯
島
澄
男
氏
）
で
開
発
し
た
も
の
で
、
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
ス
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
（SG

C
N
T

）
と

呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
超
遠
心
力
処
理
技
術
を
適
用
し
、
80
〜

85
％
と
い
う
高
いLi4 Ti5 O

12

含
有
率
に
お
い
て
も
、

ナ
ノ
サ
イ
ズ
を
維
持
し
つ
つ
（
凝
集
を
抑
制
し
）、

今
ま
で
に
無
い
高
性
能
なLi4 Ti5 O

12 /SG
C
N
T

複

合
体
負
極
を
作
製
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

超
遠
心
力
場
に
お
い
て
はSG

C
N
T

表
面
で
、
ゾ

ル
ゲ
ル
反
応
が
進
行
し
極
め
て
小
さ
なLi4 Ti5 O

12

核
（
種
結
晶
）
が
で
き
る
。
そ
の
後
の
焼
成
過
程
で

ナ
ノ
サ
イ
ズ
を
維
持
し
た
ま
ま
結
晶
化
す
る
。
今
回

用
い
たSG

C
N
T

は
他
の
カ
ー
ボ
ン
材
料
に
は
な
い

大
き
な
比
表
面
積
を
有
し
て
い
る
た
め
、
小
さ
な

Li4 Ti5 O
12

核
（
種
結
晶
）
を
大
量
に
保
持
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

ま
たSG

C
N
T

は
、
単
層
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー

ブ
で
あ
る
こ
と
か
ら
表
面
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高
く
、
担
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持
力
が
強
い
た
めLi4 Ti5 O

12

核
を
超
高
分
散
状
態

で
安
定
に
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
こ
れ
ま
で
に
な
い
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
か
つ
高
出

力
密
度
の
キ
ャ
パ
シ
タ
負
極
材
料
と
な
る
。

こ
のLi4 Ti5 O

12 /SG
C
N
T

複
合
体
負
極
を
、
活

性
炭
正
極
やSG

C
N
T

シ
ー
ト
正
極
と
組
み
合
わ
せ

た
試
作
キ
ャ
パ
シ
タ
セ
ル
に
お
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

密
度（
電
極
体
積
当
た
り
）45W

hL
-1

（@
10kW

L
-1

）、

出
力
密
度17kW
L
-1

（@
20 W

hL
-1

）を
達
成
。

２
０
０
９
年
３
月
に
発
表
し
た
ナ
ノ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

キ
ャ
パ
シ
タ
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
。

東
京
農
工
大
学
、（
有
）ケ
ー
・
ア
ン
ド
・
ダ
ブ
ル
、

日
本
ケ
ミ
コ
ン（
株
）で
は
、
今
後
の
用
途
と
持
続
可

能
性
を
考
慮
し
、
安
全
性
が
高
く
、
か
つ
資
源
が
豊

富
で
実
用
性
が
高
い
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
材
料
を

選
択
し
「
ナ
ノ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
」
を
展
開
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
。
ユ
ニ
ー
ク
な
カ
ー
ボ
ン
内
包
型
ナ

ノ
構
造
を
持
た
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
に
な
い

高
性
能
化
が
期
待
さ
れ
る
。

直井　勝彦
東京農工大学大学院　工学研究院　教授
1988年　早稲田大学大学院博士課程修了

（工学博士）
専門分野：エネルギー化学、電気化学、物
理化学、キャパシタ、リチウム電池

４　

お
わ
り
に
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昨
年
末
に
キ
ャ
パ
シ
タ
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
理
事
を
退
任
さ
せ
て
頂
き
、
今
年
の

2
月
の
還
暦
を
機
に
、
38
年
間
勤
め
ま

し
た
㈱
指
月
電
機
製
作
所
を
退
職
致
し

ま
し
た
。
こ
の
間
、
１
９
９
８
年
か
ら

岡
村
研
究
所
時
代
の
岡
村
さ
ん
に
技
術

指
導
を
仰
い
で
か
ら
、
２
０
０
４
年
か

ら
のEC

aSS

フ
ォ
ー
ラ
ム
時
代
を
経

て
２
０
０
８
年
か
ら
の
キ
ャ
パ
シ
タ
フ

ォ
ー
ラ
ム
と
、
約
13
年
間
に
渡
り
企
業

で
の
電
気
二
重
層
キ
ャ
パ
シ
タ
の
開
発

と
実
用
化
に
携
わ
っ
た
立
場
か
ら
雑
感

を
御
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
９
９
８
年
当
時
、
既
に
岡
村
さ
ん

の
所
に
は
多
数
の
企
業
が
日
参
し
て
お

り
、
大
容
量
電
気
二
重
層
キ
ャ
パ
シ
タ

の
揺
籃
期
と
言
え
る
時
期
で
、
振
り
返

れ
ば
キ
ャ
パ
シ
タ
の
も
っ
と
も
熱
い
時

期
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
で
、
１
９
９
８
年
に
第
一
回
フ

ォ
ー
ラ
ム
が
湯
河
原
の
三
井
物
産
㈱
殿

研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
多
士
済

済
の
方
々
と
お
目
に
懸
り
、
キ
ャ
パ
シ

タ
の
事
業
展
開
を
計
る
上
で
大
い
に
刺

激
と
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

キ
ャ
パ
シ
タ
を
蓄
電
媒
体
と
し
た
瞬

時
電
圧
低
下
補
償
装
置
を
２
０
０
１
年

に
商
品
化
出
来
た
の
は
こ
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
へ
の
参
加
が
大
き
な
契
機
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
岡
村
さ
ん
は
無
論
で
す
が
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
参
加
者
で
あ
っ
た
中
部

電
力
殿
に
は
商
品
化
の
御
支
援
を
賜
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
10
年
が
経
過
し
、

国
内
で
の
瞬
低
補
償
や
短
時
間
無
停
電

補
償
装
置
の
蓄
電
媒
体
と
し
て
キ
ャ
パ

シ
タ
は
一
般
化
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
キ
ャ
パ
シ
タ
の
工

業
的
な
面
で
の
実
用
化
と
言
う
意
味
で

は
ま
だ
ま
だ
達
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
後

進
に
夢
を
託
し
て
の
リ
タ
イ
ア
と
な
り

ま
し
た
。

当
時
は
我
先
に
キ
ャ
パ
シ
タ
の
実
用

化
・
応
用
展
開
を
図
ろ
う
と
の
熱
い
想

い
が
各
社
・
各
位
に
強
く
あ
り
、
詳
細

な
事
業
化
計
画
よ
り
こ
の
想
い
が
何
よ

り
優
先
し
て
い
た
よ
う
な
気
が
い
ま
す
。

ま
た
、
環
境
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の

新
規
事
業
に
対
す
る
企
業
の
期
待
は
大

き
く
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の
寛
容

さ
と
余
裕
は
多
く
の
企
業
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
企

13
年
を
振
り
返
っ
て

松　

井　

啓　

真
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業
で
の
キ
ャ
パ
シ
タ
の
実
用
化
が
相
次
い

だ
の
も
こ
の
時
期
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
企
業
は
景
気
・
業
績
の
停

滞
や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
等
に
よ
り
、
新

規
事
業
分
野
は
“
事
業
仕
分
け
”
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
多
く
の
企
業
で
キ
ャ
パ
シ

タ
関
連
事
業
の
多
く
は
よ
り
厳
し
い
環
境

に
置
か
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
流
れ
を
打
破
で
き
る
商
品
開
発
を

出
来
な
か
っ
た
こ
と
は
、
私
自
身
こ
の
開

発
に
携
わ
っ
た
も
の
と
し
て
は
大
き
な
責

任
を
感
じ
ま
す
。

上
海
の
キ
ャ
パ
シ
タ
バ
ス
の
よ
う
に
、
夢

と
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
“
と
に
か
く
や
っ

て
み
る
“
と
言
う
原
点
に
戻
っ
て
、
会
員

各
社
の
特
に
若
手
の
方
々
に
は
勇
気
を
持

っ
て
失
敗
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

現
時
点
で
、
キ
ャ
パ
シ
タ
関
連
事
業
で

収
益
を
計
上
す
る
企
業
は
残
念
な
が
ら
世

界
中
で
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
キ
ャ
パ
シ
タ
に
対
す
る
社
会
と
市

場
の
大
き
な
ニ
ー
ズ
は
以
前
よ
り
増
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

や
や
閉
塞
感
の
あ
る
今
の
環
境
を
打
破

す
る
た
め
に
は
、
今
ま
で
に
も
増
し
て
、

産
学
間
そ
し
て
素
材
か
ら
応
用
製
品
ま
で

幅
広
い
企
業
間
の
協
業
が
必
須
と
な
る
で

し
ょ
う
。
そ
の
意
味
で
広
範
な
会
員
が
参

画
す
る
キ
ャ
パ
シ
タ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
役
割

と
期
待
は
大
き
い
も
の
と
思
い
ま
す
。
今

後
、
会
員
間
で
の
協
力
で
こ
の
役
割
と
期

待
に
応
え
、
新
た
な
キ
ャ
パ
シ
タ
の
時
代

が
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
致
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〝
感
謝
”〝
感
謝
”。
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５

　

Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｃ
の
セ
パ
レ
ー
タ

本
号
で
は
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｃ
（
電
気
二
重
層
キ
ャ
パ
シ
タ
）
の
セ

パ
レ
ー
タ
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
ま
ず
セ
パ
レ
ー
タ
と
は
、

セ
パ
レ
ー
タ
は
な
ぜ
必
要
か
を
説
明
し
、
次
に
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｃ
の

セ
パ
レ
ー
タ
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

［“
セ
パ
レ
ー
タ
”
の
用
語
］

セ
パ
レ
ー
タ
と
は
“
正
負
両
極
が
容
器
内
で
直
接
に
接

触
し
な
い
よ
う
両
者
の
間
に
介
在
さ
せ
る
シ
ー
ト
状
の
材
料
。

電
解
質
が
こ
れ
を
通
し
て
自
由
に
行
き
来
で
き
る
よ
う
多
孔

性
、
通
液
性
の
材
料
が
使
わ
れ
る
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
出
典　

高
村　

勉
、
佐
藤
祐
一
共
著
「
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め

の
電
池
読
本
」（
社
）
電
子
情
報
通
信
学
会
（
１
９
８
８
年
）

［
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｃ
の
内
部
構
造
］

　

Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｃ
の
構
造
は
素
子
を
円
筒
状
に
巻
い
た
も
の
と
積

層
し
た
角
型
の
も
の
が
一
般
的
で
す
。

ど
ち
ら
の
場
合
も
基
本
的
な
構
造
は
図
１
の
よ
う
に
集
電
極

（
一
般
的
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
）に
活
性
炭
と
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ

ク
を
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
な
ど
の
バ
イ
ン
ダ
ー
で
シ
ー
ト
状
に
し
た
も

の
を
張
り
付
け
た
電
極
シ
ー
ト
の
間
に
電
解
液
が
充
填
さ
れ

た
ポ
ー
ラ
ス
な
セ
パ
レ
ー
タ
を
挟
ん
だ
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

［
な
ぜ
セ
パ
レ
ー
タ
が
必
要
な
の
か
］

　

蓄
電
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
電
解
液
の
溶
媒
は

電
気
絶
縁
体
で
、
蓄
電
は
そ
の
電
解
液
内
の
イ
オ
ン
の
移

動
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。（
電
解
液
に
つ
い
て
は
次
号
で

解
説
し
ま
す
）。
図
１
に
示
し
ま
し
た
蓄
電
デ
バ
イ
ス
で
は
、

＋
電
極
と
－
電
極
間
は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
単
位
の
間
隔
で
薄
く
、

且
つ
そ
の
電
極
間
に
電
解
液
が
充
填
さ
れ
た
構
造
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
蓄

電
デ
バ
イ
ス
と
し
て
は
＋

電
極
と
－
電
極
が
接
触
し

て
短
絡
し
な
い
よ
う
な
構

造
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
に
、
＋
電

極
と
－
電
極
間
に
中
間
に

短
絡
防
止
の
た
め
に
挿
入

さ
れ
る
の
が
セ
パ
レ
ー
タ

で
す
。
セ
パ
レ
ー
タ
―
は

ま
た
電
解
液
を
保
持
し
て
製
品
の
特
性
や
寿
命
等
に
も
大
き

く
影
響
し
ま
す
。

［
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｃ
の
セ
パ
レ
ー
タ
の
構
造
］

　

Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｃ
の
セ
パ
レ
ー
タ
は
活
性
炭
や
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ

ク
の
微
粒
子
の
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
非
常
に
細
か
い
網
目

構
造
に
し
ま
す
。
こ
の
網
目
を
電
解
液
や
イ
オ
ン
が
通
れ
る

大
き
さ
に
す
れ
ば
、
イ
オ
ン
や
電
解
液
は
通
れ
ま
す
が
活
性

炭
や
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
の
微
粒
子
は
侵
入
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
機
能
を
実
現
で
き
る
セ
パ
レ
ー
タ
と
し
て
相

応
し
い
材
料
の
一
つ
が
和
紙
で
、
和
紙
の
繊
維
の
隙
間
を
活

用
し
て
イ
オ
ン
を
通
す
セ
パ
レ
ー
タ
で
す
。

和
紙
以
外
と
し
て
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
を
繊
維
状
に
し
た
も
の
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
図
２
に
両
セ
パ
レ
ー
タ
の
構
造
の
拡
大
写
真

を
示
し
ま
す
。

［
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｃ
の
セ
パ
レ
ー
タ
に
必
要
な
性
能
］

　

セ
パ
レ
ー
タ
の
性
能
と
し
て
は
前
述
の
よ
う
に
電
極
間
の

短
絡
や
活
性
炭
微
粒
子
を
通
過
さ
せ
な
い
範
囲
で
ポ
ー
ラ
ス

で
あ
る
と
共
に
次
の
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（
１
）
耐
溶
剤
性　

耐
熱
性
に
優
れ
て
い
る
こ
と

電
解
液
に
曝
さ
れ
る
の
で
耐
溶
剤
性
が
高
い
こ
と
と
と
も
に

保
持
力
が
高
い
こ
と
、
電
解
液
と
同
じ
耐
熱
性
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

（
２
）
電
解
液
と
の
合
成
抵
抗
が
小
さ
い
こ
と

　

イ
オ
ン
が
セ
パ
レ
ー
タ
内
の
電
解
液
中
を
移
動
し
ま
す
の

で
、
セ
パ
レ
ー
タ
層
の
イ
オ
ン
の
通
り
易
い
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
イ
オ
ン
の
通
り
易
さ
は
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｃ
の
内
部
抵
抗
に

大
き
く
影
響
し
ま
す
の
で
セ
パ
レ
ー
タ
層
と
し
て
の
内
部
抵

抗
が
小
さ
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
３
）
自
己
放
電
が
小
さ
い
こ
と

　

自
己
放
電
は
両
極
の
活
性
炭
電
極
の
微
小

な
接
触
で
電
荷
が
放
電
さ
れ
る
こ
と
で
起
こ

り
ま
す
の
で
、
電
解
液
と
の
合
成
抵
抗
が
高

く
な
ら
な
い
範
囲
で
密
で
あ
る
事
が
必
要
で
す
。

（
セ
パ
レ
ー
タ
に
つ
い
て
は
岡
村
廸
夫
著
「
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次
号
で
は
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｃ
の
電
解
液
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よ
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つ
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て
解
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し
ま
す
。

紙（ｾﾊﾟﾚｰﾀ）

（分極性電極）

ｱﾙﾐ板

活性炭

ｱﾙﾐ板

活性炭
（分極性電極）

（集電極（－））（集電極（＋））

図１ EDLC の内部

上　PTFEセパレータ（5000倍）
下　和紙セパレータ（1000倍）

図２　セパレータの内部構造

出典：岡村廸夫著「電気二重層キャパシタと
蓄電システム」

　　　第３版 写真３－７（P66）
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企 業 紹 介

UDトラックスは2010年2月からの新たな社名で
す（旧社名：日産ディーゼル工業）。現在では、ボル
ボグループの一員として、アジア地域を拠点とし、ス
ウェーデンのボルボトラック、フランスのルノートラッ
ク、アメリカのマックトラックなどと共にグローバル
な商用車展開を行っています。ボルボグループはグロー
バル企業として、トラックのみならず、バス、建設機
械、航空宇宙機器、マリーンなど幅広い事業分野でも
活動しています。

UDトラックスは、10年余り前に、NEDOの「高
効率クリーンエネルギー自動車の研究開発」におい
て、電気二重層キャパシターをハイブリッドバスの蓄
電装置として採用しました。当時はあまり知られてい
なかった蓄電装置ですが、当時の岡村研究所の指導に
より、ブレーキエネルギーを高効率に回生できるキャ
パシターを独自に内製しました。その結果、燃費が2
倍以上という極めて走行効率の高いハイブリッドバス
が実現出来ました。

 

これにより、商用車のハイブリッド用途のキャパシ
ターの優位性を確認出来たことから、2002年にはキャ
パシター搭載のハイブリッドトラックを世界に先駆け
て発売しました。

更にキャパシターの優れた充放電応答性と長寿命性
を活かし、風力発電システムにおける電力平準化装置
などへの応用開発などにも取り組んできました。

ボルボグループは世界をリードする輸送ソリュー
ションを提供し、お客様に喜んで頂くことを目指し「品
質」「安全性」「環境への配慮」を企業理念としていま
す。UDトラックスも、キャパシターなどを含めた環
境対応技術開発を推進し、ボルボグループの企業理念
に沿った活動を展開しております。

次世代商用車向けの蓄電装置には、現状の電池技術
だけでは成し得ない課題があると考えられます。グルー
プとしては、キャパシターを含めた蓄電技術の進歩に、
より一層注視しています。

キャパシター搭載ハイブリッドバス

キャパシターハイブリッドトラックと蓄電装置

風力発電応用キャパシター
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①北見工大
　名誉教授　山城迪様

②㈱日本ケミコン
仲秋健太郎様

③㈱ＵＤトラックス
佐々木正和様

④会員木下繁則様

⑤㈱ＵＤトラックス
遠山洋様　　

①エネルギー法による EDLC等価
回路定数測定精度の向上

②EDLC開発動向

③ＷＧ活動報告「キャパシタ応用
事例集発行にあたって」

④ 2009LiC フォーラム・電気化
学会77大会聴講報告

⑤自動車技術会 EV/HE Ｖシンポ
聴講報告

①新神戸電機㈱
安達和弘様

②電力中央研究所
浅野浩志様

③東芝三菱電機産業
　　　　システム㈱

黒沢良一様

④ＮＥＣトーキン㈱
羽藤之規様

①風力・太陽光発電の普及促進と
蓄電池導入について

②電力貯蔵技術とスマートグリッド

③モータドライブはインバータが
高速スイッチングで正弦波なら
良い？

④ Li イオンキャパシタの開発動向

[キャパシタ　フォーラム２０１０ｉｎ上海]
堀会長をはじめとして会員総勢７名が上海を訪れ、燃料電池車・ＬｉＢバス・キャパシタバスに搭乗
充電所を見学。また上海交通大学、同済大学自動車学院で技術交流会を開催しました。

[ ２０１０年度年次大会]
2010年４月23日リコー殿新横浜事業所で総会及び下表の講演が行われた。

〔定例フォーラム〕
定例フォーラムは下表のように計８回開催されました。

２０１０年度活動報告

2/25 神奈川工科大
教授川島様 簡潔充電式電気バスシステム 菊水電子工業㈱

　　　　　篠塚様 キャパシタ用充放電試験機

１/18 ジャパンゴアテ
ックス　則枝様

ＧＯＲＥ™シート電極の開
発について

東京大学
　　　教授　中尾様 失敗学

12/ ７ 土屋様
門間様 上海訪問報告 ＪＲ東日本研究

　　開発Ｃ　野元様
エネルギー回生・ハイブリッド
技術

11/19 農工大大学院
教授　直井様

次世代大容量キャパシタの
新展開

堀研究室
　馬徳川様　王亜飛様 上海訪問報告

10/15 岸様 上海訪問報告 榎本弘之建築研究所
　　　　　　榎本様 ブレイクスルーをめざして

９/17 木下様　 次世代交通へのパワーエレ
クトロニクス挑戦の提案

エコアンドアートテクニカ社
　　　代表　工藤様

KRS（運動エネルギー回生シス
テム）とキャパシタについて

７/16 福島様 テュフズードジャパン紹介 ３ＤＩＭ技研
　工学博士　小村様

機械設備異常診断技術
「誘導電動機の電流微候解析」

６/16

①堀研究室
　　　　呉様
②准教授
　　　　藤本様
③堀研究室
　　　　居村様

①人間親和型モーションコ
ントロール②インホイール
モーターを用いた電気自動
車の制御　③電磁界共振結
合による次世代ワイヤレス
給電技術

堀研究室学生
①非接触給電デモ見学　　　　
　　　　
②ＥＶデモ見学
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今回の会報のメインテーマの一つは「キャパシタフォーラム２０１０in上海」関連の
記事です。堀会長と佐久間さん（日本ケミコン）の企画・実行力のおかげで開催すること
ができました。上海では中国の実行力を見せつける万博や燃料電池自動車、リチウムイオ
ン電池やキャパシタの純電動バスに乗車し、また充電所を見学すると共に上海交通大学・
同済大学自動車学院でフォーラムを開催しました。
２０１１年度も４月に今度は北京を訪問してリチウムイオン電池、キャパシタの製造

会社を訪問、北京科技大学と北京交通大学でフォーラムを開催します。
「年内にもう一度中国へ！」とか「中国に強いキャパシタフォーラム！」のかけ声も

聞こえてきます。
２０１０年度は会員企業数も前年度３月時点の１５社から２１社に増え、電気二重層

キャパシタの製造、応用そして材料メーカーまで幅広い企業が参加していただいています。
各企業を取り巻く環境が必ずしも良くない中フォーラムでの広範な知識、情報収集と共に
企業活動への貢献がなされればと期待されます。
この会報をお読みになったまだ会員でない企業、個人の皆様も是非参加されて電気

二重層キャパシタの普及に参加してみては如何でしょうか。

キャパシタフォーラム会報誌　2011年4月発行　編集/発行：キャパシタフォーラム事務局
ウェブサイト：http://capacitors-forum.org/　メール：zimukyoku@capacitors-forum.org
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INFORMATION

正会員

　菊水電子工業㈱　　　㈱指月電機製作所

　日本ケミコン㈱　　　日本ゼオン㈱

　日置電機㈱　　　　　三菱電機㈱

　UDトラックス㈱　　　㈱リコー

　非公開１社

アドバンスト・キャパシタ・テクノロジーズ㈱

オムロン㈱　　　クラレケミカル㈱

高知県　　　　　サンケン電気㈱

JMエナジー㈱　　テュフズードジャパン㈱

東洋合成工業㈱　日清紡ホールディングス㈱

㈱パワーシステム　三井物産㈱

非公開１社

会員企業（２０１１年３月時点）

賛助会員

－事務局から－

編集後記にかえて ────

下の写真は明るい時に撮ったので太
陽電池に帽子をかぶせて点灯させて
います。私が現役のころ道路標識メー
カーにＥＤＬＣ・回路・太陽電池をセッ
トで納入した時にもらった標識です。
かれこれ10年経とうとしていますが
現役です。
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